
 

 

令和元年７月１９日 

 

 

文化審議会答申（重要無形文化財の指定及び保持者の認定等） 

 

 

 
 

詳しくは，別紙「Ⅰ．答申内容」「Ⅱ．解説」「Ⅲ．参考」を御覧ください。 

 

 

 

 

 

 文化審議会（会長 佐
さ

藤
とう

 信
まこと

）は，７月１９日に開催された同審議会文化財分科会

の審議・議決を経て，別紙のとおり重要無形文化財の指定及び保持者の認定等について

文部科学大臣に答申しましたのでお知らせします。 

 この結果，官報告示の後に，重要無形文化財の各個認定の指定件数は７６件，保持者

数は１１６名となる予定です。 

＜担当＞文化庁文化財第一課 

課  長            田村 真一（内線２８８４） 

文化財調査官（芸能部門）    𠮷田 純子（内線２８６６） 

課長補佐            吉野 孝行（内線２９３３） 

審議会係            天野 史郎（内線２８８７） 

電話：０３－５２５３－４１１１（代表） 

０３－６７３４－２８８７（直通） 
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Ⅰ．答申内容 

 

（１）重要無形文化財の指定及び保持者の認定（各個認定） 

年齢は令和元年 7 月 19 日現在 

重要無形文化財 保    持    者 

名 称 氏名（芸名） 生年月日（年齢） 住 所 

（芸能の部） 

歌舞伎
か ぶ き

音楽
おんがく

竹本
たけもと

 
柳
やな

瀬
せ

 信
しん

吾
ご

 

（竹本
たけもと

 葵
あおい

太
だ

夫
ゆう

） 

昭和35年11月10日 

（満58歳） 
東京都大田区 

 

（２）重要無形文化財の保持者の追加認定（各個認定） 

年齢は令和元年 7 月 19 日現在 

重要無形文化財 保    持    者 

名 称 氏名（芸名） 生年月日（年齢） 住 所 

（芸能の部） 

人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

 

文
ぶん

楽
らく

太
た

夫
ゆう

 

生
いく

田
た

 陽
よう

三
ぞう

 

（豊竹
とよたけ

 咲
さき

太
た

夫
ゆう

） 

昭和19年5月10日 

（満75歳） 
大阪府大阪市 

歌舞伎
か ぶ き

脇役
わきやく

 

かた

岡
おか

 人
よしひと

 

（片岡
かたおか

 秀
ひで

太
た

郎
ろう

） 

昭和16年9月13日 

（満77歳） 
大阪府吹田市 

長
なが

唄
うた

三
しゃ

味
み

線
せん

 
牟
む

田
た

口
ぐち

 照
てる

國
くに

 

（杵
きね

屋
や

 勝
かつ

国
くに

） 

昭和20年3月28日 

（満74歳） 
東京都新宿区 

長唄
ながうた

鳴物
なりもの

 
中川
なかがわ

 勳
いさお

 

（藤舎
とうしゃ

 名
めい

生
しょう

） 

昭和16年3月28日 

（満78歳） 
京都府京都市 

琉
りゅう

球
きゅう

古
こ

典
てん

音
おん

楽
がく

 中村
なかむら

 一
いち

雄
お

 
昭和21年6月24日 

（満73歳） 
沖縄県那覇市 

講談
こうだん

 
渡邉
わたなべ

 孝
たか

夫
お

 

（神田
か ん だ

 松
しょう

鯉
り

） 

昭和17年9月28日 

（満76歳） 
東京都板橋区 

（別紙） 
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（３）重要無形文化財の保持者の追加認定（総合認定） 

年齢は令和元年 7月 19日現在 

重 要 無 形 文 化 財 保      持      者 

名 称 保持者及びその代表者の氏名 所属する機関又は団体 氏 名 芸 名 
生年月日 
（年齢） 

住 所 

 

組
くみ

踊
おどり

 

 

一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

 

伝
でん

統
とう

組
くみ

踊
おどり

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

 

代表者 

瀬
せ

底
そこ

 正憲
まさのり

 

（眞
ま

境
じき

名
な

 正憲
せいけん

） 

 

沖縄県浦添市勢理客4-

14-1 

国立劇場おきなわ内 

一般社団法人伝統組踊保

存会 

立方（2名） 

大湾
おおわん

 満
みつる

 大湾
おおわん

 三
みつ

瑠
る

 

昭和 45年 

6月 4日 

（満 49歳） 

沖縄県 

平
ひら

田
た

 智之
ともゆき

  

昭和 48年 

5月 9日 

（満 46歳） 

沖縄県 

歌三線（6名） 

上
うえ

間
ま

 克
かつ

美
み

  

昭和 22年 

8月 8日 

（満 71歳） 

沖縄県 

上
うえ

間
ま

 宏
ひろ

敏
とし

  

昭和 24年 

7月 15日 

（満 70歳） 

沖縄県 

大湾
おおわん

 朝
とも

重
しげ

  

昭和 25年 

2月 1日 

（満 69歳） 

沖縄県 

上
うえ

地
ち

 正隆
まさたか

  

昭和 26年 

6月 6日 

（満 68歳） 

沖縄県 

前原
まえはら

 信
しん

喜
き

  

昭和 26年 

11月 15日 

（満 67歳） 

沖縄県 

末吉
すえよし

 政
まさ

利
とし

  

昭和 27年 

2月 1日 

（満 67歳） 

沖縄県 

箏（4名） 

赤嶺
あかみね

 和
かず

子
こ

  

昭和 22年 

9月 22日 

（満 71歳） 

沖縄県 

神
かみ

谷
や

 和
かず

枝
え

  

昭和 23年 

1月 25日 

（満 71歳） 

沖縄県 

上
うえ

地
ち

 律
りつ

子
こ

  

昭和 23年 

3月 5日 

（満 71歳） 

沖縄県 



 

 3 

宮里
みやざと

 秀明
ひであき

  

昭和 39年 

12月 18日 

（満 54歳） 

沖縄県 
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Ⅱ．解説 

 

〔（１）重要無形文化財の指定及び保持者の認定（各個認定）〕 

 

（芸能の部）  

 

１ 歌舞伎
か ぶ き

音楽
おんがく

竹本
たけもと

  柳
やな

瀬
せ

 信
しん

吾
ご

（芸名 竹本
たけもと

 葵
あおい

太
だ

夫
ゆう

） 

 

「歌舞伎
か ぶ き

音楽
おんがく

竹本
たけもと

」は，昭和５３年４月２６日に重要無形文化財に指定されたが，昭

和５５年２月２９日，保持者の逝去により指定が解除された。今回，改めて指定すると

ともに，柳
やな

瀬
せ

氏をその保持者として認定するものである。 

 

（１）重要無形文化財の指定について 

  ① 名称 

    歌舞伎
か ぶ き

音楽
おんがく

竹本
たけもと

 

 

② 重要無形文化財の概要 

 歌舞伎音楽竹本は，歌舞伎の舞台で用いられる義太夫節である。人形浄瑠璃の作

品を歌舞伎化した義太夫狂言を上演するために不可欠な音楽であり，１８世紀以来，

その上演とともに歴史を重ねてきた。情景の描写や人物の心情等を表現する点にお

いては，人形浄瑠璃文楽や義太夫節のみの演奏と共通する技法であるが，一方で竹

本は俳優の台詞と交互に演奏し，あるいは竹本に乗せて俳優が演技するなど，俳優

の演技と密接に関わり，それを支え引き立てる点で特別の技術が必要であり，歌舞

伎を構成するために極めて重要な要素となっている。 

歌舞伎音楽竹本は，芸術上高度の価値を有し，芸能史上特に重要な地位を占め，

歌舞伎を成立させるうえで欠くことのできないものである。 

 

（２）保持者の認定について 

  ① 保持者 

       氏  名 柳
やな

瀬
せ

 信
しん

吾
ご

（芸名 竹本
たけもと

 葵
あおい

太
だ

夫
ゆう

） 

生年月日 昭和３５年１１月１０日（満５８歳） 

住  所 東京都大田区 

 

② 保持者の特徴 
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    同人は歌舞伎音楽竹本の技法を太夫として高度に体現し，作品の解釈にも秀でた

その的確な演奏は，共演する諸俳優の演技を引き立て，舞台成果に大きく貢献して

いる。また竹本を代表する立場にあって，後進の指導にも尽力している。 

 

③ 保持者の概要 

    同人は，昭和３５年に東京都大島町に生まれ，同５４年に国立劇場伝統芸能伝承

者養成「歌舞伎音楽（竹本）」研修第３期生となった。研修中の同年，同人は初世

竹本扇
おうぎ

太夫
だ ゆ う

からその前名を譲られ２世竹本葵
あおい

太夫
だ ゆ う

を名乗り，国立劇場７月歌舞伎

鑑賞教室公演において初舞台を務めた。同人は早くから重要な場面を務める機会を

得つつ着実に芸歴を重ね，とりわけ平成に入ると６世中村
なかむら

歌右衛門
う た え も ん

（重要無形文化

財「歌舞伎女方」（各個認定）保持者）から多く依頼を受けるなど，その力量は斯

界において重要な位置を占めるようになった。以後もたゆまぬ研鑽に励んだ同人は，

平成１３年には重要無形文化財「歌舞伎」（総合認定）保持者に認定され，高度な

技量をもって歌舞伎を竹本太夫として支え，現在に至っている。また演奏のみなら

ず，同人は作曲，補曲の作業を通じて，上演が稀な演目の復活にも尽力を続けてき

た。 

常に先人の教えを重視し，研究に余念のない同人の舞台に対する姿勢は，歌舞伎

俳優や他の演奏者から，厚い信頼を得ている。こうした同人の活動成果に対しては，

第４回松尾芸能賞新人賞，昭和６１年度（第３７回）芸術選奨文部大臣新人賞，第

３７回伝統文化ポーラ賞優秀賞などが贈られている。 

    また同人は後進の指導にも尽力し，国立劇場伝統芸能伝承者養成「歌舞伎音楽（竹

本）」研修及び同「歌舞伎俳優」研修の講師を務めるほか，斯界の要職をも歴任し，

歌舞伎や義太夫節の振興にも貢献している。 

    以上のように，同人は，歌舞伎音楽竹本の技法を正しく体得し，かつ，これに精

通しているとともに，その技法を高度に体現している。 

 

④ 保持者の略歴 

昭和５１年 女流義太夫の
たけもと

竹本
こしみち

越道に入門 

同 ５４年 国立劇場伝統芸能伝承者養成「歌舞伎音楽（竹本）」研修第３期生

（同５５年まで） 

同   年 ２世竹本
あおい

葵
だ ゆ う

太夫を名乗り，国立劇場７月歌舞伎鑑賞教室公演にて

初舞台 

同 ５５年 サンシャイン劇場「
げんぺい

源平布引
ぬのびきのたき

滝・
よし

義
かた

賢最期
さ い ご

」にて初めて切場一段を
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語る 

同 ５７年 歌舞伎座「
すがわら

菅原
でんじゅ

伝授手
て

習
ならい

鑑
かがみ

・賀
が

の祝
いわい

」にて初めて切場一段を出語

り 

同 ５８年 第４回松尾芸能賞新人賞 

同 ６２年 昭和６１年度（第３７回）芸術選奨文部大臣新人賞 

平成１３年 重要無形文化財「歌舞伎」（総合認定）保持者 

同 １７年 国立劇場伝統芸能伝承者養成「歌舞伎音楽（竹本）」「歌舞伎俳優」

研修講師（現在に至る） 

同 ２５年 一般社団法人義太夫協会理事（現在に至る） 

同 ２７年 一般社団法人伝統歌舞伎保存会理事（現在に至る） 

同 ２９年 竹本協会代表理事（現在に至る） 

同   年 第３７回伝統文化ポーラ賞優秀賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （柳
やな

瀬
せ

信
しん

吾
ご

氏）            （演奏中の柳
やな

瀬
せ

信
しん

吾
ご

氏） 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

小
こ

林
ばやし

 貞光
さだみつ

（芸名 竹本
たけもと

 雛
ひな

太
た

夫
ゆう

） 

（昭和５３年４月２６日指定・認定～同５５年２月２９日指定・認定解除） 

撮影：小川
お が わ

知子
と も こ
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〔（２）重要無形文化財の保持者の追加認定（各個認定）〕 

 

（芸能の部） 

 

１ 人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
らく

太
た

夫
ゆう

  生
いく

田
た

 陽
よう

三
ぞう

（芸名 豊竹
とよたけ

 咲
さき

太
た

夫
ゆう

）  

 

「人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
らく

太
た

夫
ゆう

」は，昭和４６年４月２３日に重要無形文化財に指定され，

現在，保持者として村上
むらかみ

五郎
ご ろ う

（芸名 豊竹
とよたけ

嶋
しま

太夫
た ゆ う

）氏が認定されている。現保持者に加

えて，生田
い く た

氏を保持者として「追加認定」するものである。 

 

（１）重要無形文化財「人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
らく

太
た

夫
ゆう

」について 

人形浄瑠璃文楽は，三業
さんぎょう

(太夫・三味線・人形)で構成される舞台芸術で，１８世紀

中頃に大成した。物語を語る太夫，各場面の情景を表現する三味線，太夫と三味線の

演奏にのせて演技する人形によって展開する。 

人形浄瑠璃文楽太夫は，三業の中心的立場にあって，声の抑揚緩急によって，劇の

進行，起伏，登場人物の心理の葛藤などを語り分けて各場面の情景を表現していく。 

人形浄瑠璃文楽太夫は，芸術上特に価値が高く，芸能史上特に重要な地位を占め，

人形浄瑠璃文楽の成立，構成上重要な要素をなす技法である。 

 

（２）保持者の認定について 

① 保持者 

    氏  名 生
いく

田
た

 陽
よう

三
ぞう

（芸名 豊竹
とよたけ

 咲
さき

太
た

夫
ゆう

） 

    生年月日 昭和１９年５月１０日（満７５歳） 

    住  所 大阪府大阪市 

 

② 保持者の特徴 

同人は，伝統的な人形浄瑠璃文楽太夫の技法を高度に体現し，斯界を代表する太

夫の一人として活躍し，重要な位置を占めている。時代物
じだいもの

及び世話物
せ わ も の

を問わず広い

芸域を保持し，卓抜した技量を示しているほか，後進の指導・育成にも尽力してい

る。 

 

③ 保持者の概要 

   同人は，昭和１９年，４世竹本織
おり

太夫
た ゆ う

（後の８世竹本綱
つな

大夫
た ゆ う

（重要無形文化財「人

形浄瑠璃文楽太夫」（各個認定）保持者）の長男として大阪府大阪市に生まれた。
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同２８年，豊竹
とよたけ

山城
やましろの

少 掾
しょうじょう

（重要無形文化財「人形浄瑠璃文楽太夫」（各個認定）

保持者）に入門し，竹本綱
つな

子
こ

大夫
だ ゆ う

を名乗り，同年，初舞台を踏んだ。同４１年には

初代豊竹咲
さき

大夫
た ゆ う

を名乗り，平成２１年には「切場語り」に昇格し，名実ともに現在

の人形浄瑠璃文楽を代表する太夫の一人として活躍している。 

   同人は，時代物
じだいもの

及び世話物
せ わ も の

ともに実力を見せ，広い芸域を保持し，登場人物それ

ぞれの個性や心理描写の語り分けなどに卓抜した技量を示しており，物語の優れた

解釈を基に情景描写にも深みを出している。また，「平家
へ い け

女護島
にょごのしま

・朱雀
しゅしゃか

御所
ご し ょ

の段」

や「摂州
せっしゅう

渡辺橋
わたなべはし

供養
く よ う

・橋
はし

供養
く よ う

の段，衣川
ころもがわ

庵室
あんじつ

の段」を復活上演するなど上演が途

絶えた演目の復活や稀曲にも取り組み，人形浄瑠璃文楽の上演演目を増やし斯界に

貢献している。 

   このような同人には，平成１１年に芸術選奨文部大臣賞，同２１年に日本芸術院

賞など数多くの賞が贈られており，また，永年にわたり国立劇場伝統芸能伝承者養

成「文楽」研修の講師を務めるなど後進の指導・育成にも尽力している。 

   以上のように，同人は，人形浄瑠璃文楽太夫の技法を正しく体得し，かつ，これ

に精通しているとともに，その技法を高度に体現している。 

 

  ④ 保持者の略歴 

昭和２８年 
とよたけ

豊竹
やましろの

山 城少 掾
しょうじょう

に入門，
たけもと

竹本
つな

綱子
こ だ ゆ う

大夫を名乗る 

同   年 四ツ橋文楽座「
めいぼくせんだいはぎ

伽羅先代萩」の鶴
つる

喜
き

代
よ

君
ぎみ

で初舞台 

同 ３０年 重要無形文化財「人形浄瑠璃文楽」（総合認定）保持者 

同 ４１年 道頓堀朝日座「鬼一
き い ちほうげん

法眼三 略 巻
さんりゃくのまき

・
きく

菊畑
ばたけ

の段」の
とらぞう

虎蔵で初代豊竹
さき

咲

大夫
た ゆ う

と名乗る 

同 ４９年 昭和４８年度文楽協会賞 

同 ５２年 国立劇場伝統芸能伝承者養成「文楽」研修講師（同５７年まで，同

６２年から現在に至る） 

平成１１年 平成１０年度大阪文化祭賞 

同   年 平成１０年度（第４９回）芸術選奨文部大臣賞 

同 １６年 紫綬褒章 

同 １９年 第２８回松尾芸能賞優秀賞 

同 ２１年 切場語りに昇格 

同   年 第６５回日本芸術院賞 

同 ２３年 平成２２年度（第３０回）国立劇場文楽賞文楽大賞      

同 ２４年 第５３回毎日芸術賞 
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同 ２６年 第４９回大阪市市民表彰（文化功労） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （生
いく

田
た

陽
よう

三
ぞう

氏）          （演奏中の生
いく

田
た

陽
よう

三
ぞう

氏） 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

岸
きし

本
もと

 吟
ぎん

治
じ

（芸名 ６世 竹本
たけもと

 住
すみ

大
た

夫
ゆう

） 

（昭和３０年２月１５日指定・認定～同３４年１月１５日認定解除） 

林
はやし

  英
ひで

雄
お

（芸名 １０世 豊
とよ

竹
たけ

 若
わか

大
た

夫
ゆう

） 

（昭和３７年４月１９日認定～同４２年４月１８日認定解除） 

金
かな

杉
すぎ

 彌
や

太
た

郎
ろう

（芸名 豊竹
とよたけ

 山
やま

城
しろの

少
しょう

掾
じょう

） 

（昭和３０年２月１５日指定・認定～同４２年４月２２日認定解除） 

生
いく

田
た

 巌
いわお

（芸名 ８世 竹
たけ

本
もと

 綱
つな

大
た

夫
ゆう

） 

（昭和３０年２月１５日指定・認定～同４４年１月３日指定・認定解除） 

村
むら

上
かみ

 多
た

津
つ

二
じ

（芸名 ４世 竹
たけ

本
もと

 津
つ

大
だ

夫
ゆう

） 

（昭和４８年４月５日認定～同６２年９月２９日認定解除） 

小
こ

出
いで

 清
きよし

（芸名 ４世 竹
たけ

本
もと

 越
こし

路
じ

大
だ

夫
ゆう

） 

（昭和４６年４月２３日指定・認定～平成１４年６月２４日認定解除） 

尾
お

﨑
ざき

 忠
ただ

男
お

（芸名 ９世 竹
たけ

本
もと

 源
げん

大
だ

夫
ゆう

） 

（平成１９年９月６日認定～同２７年７月２０日認定解除） 
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岸
きし

本
もと

 欣
きん

一
いち

（芸名 ７世 竹
たけ

本
もと

 住
すみ

太
た

夫
ゆう

） 

（平成元年５月６日認定～同３０年４月２８日認定解除） 

 

（現保持者） 

村
むら

上
かみ

 五
ご

郎
ろう

（芸名 豊
とよ

竹
たけ

 嶋
しま

太
た

夫
ゆう

） 

（平成２７年１０月１日認定） 

 

２ 歌舞伎
か ぶ き

脇役
わきやく

  
かた

岡
おか

 人
よしひと

（芸名 片岡
かたおか

 秀
ひで

太
た

郎
ろう

） 

 

「歌舞伎
か ぶ き

脇役
わきやく

」は，平成９年６月６日に重要無形文化財に指定され，現在，保持者と

して山中
やまなか

宗
むね

雄
お

（芸名 澤村
さわむら

田之
た の

助
すけ

）氏，河
こう

野
の

均
ひとし

（芸名 中
なか

村
むら

東
とう

蔵
ぞう

）氏が認定されている。

現保持者に加えて，
かた

岡
おか

氏を保持者として「追加認定」するものである。 

 

（１）重要無形文化財「歌舞伎
か ぶ き

脇役
わきやく

」について 

   歌舞伎脇役は，歌舞伎を成立させる上で欠くことのできない演技の一つで，今日で

は一般に，主役を演じる立役や女方以外を指す呼称となっている。概して主役を補佐

する立場であるが，作品の展開にとって重要な役割を果たしている場合も多く，その

演技には老若男女様々な役柄が含まれる。歌舞伎脇役は芸術上特に価値が高く，芸能

史上特に重要な地位を占め，歌舞伎を構成する上で極めて重要な技法である。 

 

（２）保持者の認定について 

① 保持者 

    氏  名 
かた

岡
おか

 人
よしひと

（芸名 片岡
かたおか

 秀
ひで

太
た

郎
ろう

） 

    生年月日 昭和１６年９月１３日（満７７歳） 

    住  所 大阪府吹田市 

 

② 保持者の特徴 

同人は，女方を中心に重要な脇役を数多く演じ，高度な技芸を体現して充実した

舞台成果に貢献するとともに，上方歌舞伎の技芸を伝承するために意欲的な活動を

永年にわたり継続し，後進の指導にも尽力している。 

 

③ 保持者の概要 

    同人は昭和１６年，４世片岡我當
が と う

（後の１３世片岡仁
に

左
ざ

衛門
え も ん

（重要無形文化財「歌

舞伎立役」（各個認定）保持者）の次男として大阪府大阪市に生まれ，同２１年，
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５歳の折に京都南座で初舞台を踏んだ。同３１年に２世片岡秀太郎を名乗った同人

は，女方を中心に修練を積み，父の相手役等も演じながら舞台経験を重ねた。同４

７年には重要無形文化財「歌舞伎」（総合認定）保持者の認定を受け，その後も研

鑽に励んで高度な技量を体得した同人は，上方歌舞伎の伝承を保持する俳優として

重要な位置を占め，現在に至っている。とりわけ「恋
こい

飛脚
びきゃく

大和
や ま と

往来
おうらい

」の梅川
うめがわ

，おえ

んといった上方の情趣が不可欠な役や，義太夫狂言の役に秀で，殊に近年において

は「近江
お う み

源氏
げ ん じ

先陣館
せんじんやかた

・盛
もり

綱
つな

陣屋
じ ん や

」の微妙
みみょう

など老女役の大役をも手がけ，充実した舞

台成果のために貢献している。 

これら重要な役を演じ，高度な技芸を体現する同人に対しては，これまでに第２

０回松尾芸能賞優秀賞，第２３回伝統文化ポーラ賞優秀賞などが贈られている。 

    また同人は国立文楽劇場における上方歌舞伎会や，松竹株式会社が実施した上方

歌舞伎塾の指導，関西歌舞伎中之
な か の

芝居
し ば い

の主宰など，上方歌舞伎の技芸を伝承するた

めに意欲的な活動を永年にわたり継続し，かつ豊富な舞台経験を生かして，後進の

指導にも尽力している。 

    以上のように，同人は，歌舞伎脇役の技法を正しく体得し，かつ，これに精通し

ているとともに，その技法を高度に体現している。 

 

  ④ 保持者の略歴 

昭和２１年 京都南座「廓
くるわ

文
ぶん

章
しょう

」の禿
かむろ

役で，
かたおか

片岡
よしひと

彦人を名乗り初舞台 

同 ３１年 大阪歌舞伎座「
こうちやま

河内山」の腰元浪
なみ

路
じ

役で２世片岡
ひでたろう

秀太郎を襲名 

同 ４７年 重要無形文化財「歌舞伎」（総合認定）保持者 

平成 ２年 上方歌舞伎会（国立文楽劇場歌舞伎俳優既成者研修発表会）指導

（現在に至る） 

同  ９年 松竹上方歌舞伎塾主任講師（同１１年まで） 

同     年  自主公演「関西歌舞伎
な か の

中之芝居
し ば い

」を主宰（同１１年まで） 

同 １１年 第２０回松尾芸能賞優秀賞 

同     年  平成１１年度大阪芸術賞 

同 １５年 第２１回京都府文化賞功労賞 

同    年 第２３回伝統文化ポーラ賞優秀賞 

同 ２６年 第４９回大阪市市民表彰（文化功労） 

 

 

 



 

 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
かた

岡
おか

人
よしひと

氏）          （演技中の
かた

岡
おか

人
よしひと

氏） 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

羽
はね

田
だ

 久
きゅう

太
た

郎
ろう

（芸名 ６世 市
いち

川
かわ

 
だん

団之
の すけ

助） 

（昭和３５年４月１９日指定・認定～同３８年９月２７日指定・認定解除） 

中村
なかむら

 幸
ゆき

雄
お

（芸名 ２世 中村
なかむら

 又
また

五
ご

郎
ろう

） 

（平成９年６月６日指定・認定～同２１年２月２１日認定解除） 

 

（現保持者） 
やまなか

山中 宗
むね

雄
お

（芸名 
さわむら

澤村 田
た

之
の

助
すけ

） 

（平成１４年７月８日認定） 

河
こう

野
の

 
ひとし

均 （芸名 
なか

中
むら

村 
とう

東
ぞう

蔵） 

（平成２８年９月３０日認定） 

 

３ 長
なが

唄
うた

三
しゃ

味
み

線
せん

  牟
む

田
た

口
ぐち

 照
てる

國
くに

（芸名 杵
きね

屋
や

 勝
かつ

国
くに

） 

 

「長
なが

唄
うた

三
しゃ

味
み

線
せん

」は，平成２５年９月２６日に重要無形文化財に指定され，現在，保持

者として中川
なかがわ

昇一
しょういち

（芸名 今藤
いまふじ

政太郎
まさたろう

）氏が認定されている。現保持者に加えて，牟田
む た

口
ぐち

氏を保持者として「追加認定」するものである。 
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（１）重要無形文化財「長
なが

唄
うた

三
しゃ

味
み

線
せん

」について 

   長唄は，１８世紀以降に歌舞伎音楽として発達し，その後，歌舞伎から離れた純粋

の音楽としても展開した三味線音楽である。その表現は，大薩摩
おおざつま

節
ぶし

，豊後
ぶ ん ご

系
けい

浄瑠璃
じょうるり

，地歌
じ う た

などを取り入れた多様な音楽性に特徴があり，数ある三味線音楽のなかでも，特に歌い

物を代表する音楽として重要なものである。 

長唄三味線は，近世三味線音楽の演奏法が総合的に含まれた技法であり，細
ほそ

棹
ざお

三味

線を用いたその演奏は，単に唄の伴奏にとどまらず，他の三味線音楽と比して器楽的

表現の比重が大きい点に特色がある。長唄三味線は，芸術上特に価値が高く，芸能史

上特に重要な地位を占め，長唄を成立させる上で欠くことのできないものである。 

 

（２）保持者の認定について 

① 保持者 

    氏  名 牟
む

田
た

口
ぐち

 照
てる

國
くに

（芸名 杵
きね

屋
や

 勝
かつ

国
くに

） 

    生年月日 昭和２０年３月２８日（満７４歳） 

    住  所 東京都新宿区 

 

② 保持者の特徴 

同人は長唄三味線の技法を高度に体現し，演奏会をはじめ歌舞伎公演，舞踊会へ

も数多く出演し，活発な活動を継続している。また一般財団法人杵勝会理事長の任

にあって，後継者育成にも尽力している。 

 

③ 保持者の概要 

    同人は昭和２０年，福岡県みやま市に生まれた。同２６年杵屋
き ね や

勝
かつ

寿女
す め

に入門，同

３０年に杵屋寿
じゅ

太郎
た ろ う

に師事して１４歳で名取
な と り

となった同人は，同３５年から杵勝派

７世家元杵屋勝
かつ

三郎
さぶろう

に師事し，翌年には九州杵
きね

勝会
かつかい

における「多摩
た ま

川
がわ

」で初の立
たて

三味線
じゃみせん

を務めた。同人は，高校２年生の折に上京し，杵屋勝三郎に本格的に師事し

たほか，同３８年から東京藝術大学音楽学部邦楽科に入学し，山
やま

田
だ

抄
しょう

太
た

郎
ろう

（重要無

形文化財「長唄三味線」（各個認定）保持者）にも教えを受けた。以後も更なる研

鑽に励んだ同人は，同５５年坂東
ばんどう

玉
たま

三郎
さぶろう

（重要無形文化財「歌舞伎女方」（各個認

定）保持者）が踊る「鷺娘
さぎむすめ

」，５世中
なか

村
むら

勘
かん

九
く

郎
ろう

（後の１８世中村勘
かん

三郎
ざぶろう

）が踊る「供
とも

奴
やっこ

」で，歌舞伎公演での立三味線を初めて務めた。 

伝統的技法に裏打ちされ，間やノリの良さにも秀でた同人の的確な演奏に対して

は，長唄演奏家のみならず，多くの歌舞伎俳優や舞踊家などからも厚い信頼が寄せ
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られている。そして同人は，杵勝派にとり重要な杵
きね

勝
かつ

三
さん

伝
でん

（「船弁慶
ふなべんけい

」「虎
とら

狩
がり

」

「安達ヶ原
あ だ ち が は ら

」）など多くの古典曲の演奏に加え，作曲にも力量を発揮している。 

こうした同人の活動に対しては，第３０回松尾芸能賞優秀賞，平成２６年度文化

庁長官表彰，第４８回ＪＸＴＧ音楽賞（邦楽部門）などが贈られている。 

    また同人は門下から多くの演奏家を輩出するばかりでなく，一般財団法人杵勝会

理事長の任にあって，長唄最大流派である杵勝派の後継者育成に尽力している。 

    以上のように，同人は，長唄三味線の技法を正しく体得し，かつ，これに精通し

ているとともに，その技法を高度に体現している。 

 

  ④ 保持者の略歴 

昭和２６年 杵屋勝
かつ

寿女
す め

に入門 

同 ３０年 杵屋
じゅたろう

寿太郎に師事 

同 ３２年 福岡電気ホールの 寿 会
ことぶきかい

「多摩川
た ま が わ

」にて初舞台 

同 ３４年 ７世家元杵屋
かつさぶろう

勝三郎から，杵屋
かつくに

勝国の名を許される 

同 ３５年 ７世家元杵屋勝三郎に師事 

同 ３６年 九州杵勝会「多摩川」にて初めて
たて

立
じゃみせん

三味線を務める 

同 ３８年 東京藝術大学音楽学部邦楽科入学，山田
や ま だ

抄
しょうた ろ う

太郎の指導を受ける 

同 ３９年 歌舞伎座「二人
に に ん

椀
わん

久
きゅう

」にて，歌舞伎座公演の初舞台 

同 ４２年 東京藝術大学音楽学部邦楽科卒業 

同 ５５年 浅草公会堂「鷺
さぎ

娘
むすめ

」「
とも

供奴
やっこ

」にて初めて歌舞伎公演の立三味線を

務める 

平成２０年 有明教育芸術短期大学教授（同２４年まで） 

同 ２１年 第３０回松尾芸能賞優秀賞 

同 ２２年 財団法人
きね

杵
かつ

勝
かい

会（現 一般財団法人杵勝会）理事長（現在に至

る） 

同 ２６年 平成２６年度文化庁長官表彰 

同 ２９年 重要無形文化財「長唄」（総合認定）保持者 

同 ３０年 第４８回ＪＸＴＧ音楽賞（邦楽部門） 
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（牟
む

田
た

口
ぐち

照
てる

國
くに

氏）          （演奏中の牟
む

田
た

口
ぐち

照
てる

國
くに

氏） 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 
や ま だ

山田 抄
しょうた ろ う

太郎 

（昭和３０年２月１５日指定・認定～同４５年６月８日認定解除） 
ふ じ ま

藤間 
よしたろう

吉太郎（芸名 
き ね や

杵屋 
え い じ

栄二） 

（昭和３９年４月２１日認定～同５４年３月１０日指定・認定解除） 
さ か た

坂田 
やすすけ

敉助（芸名 ３世 
いまふじ

今藤 長
ちょう

十
じゅう

郎
ろう

） 

（昭和５９年４月９日指定・認定～同５９年８月４日指定・認定解除） 
し む ら

志村 
あや

綾（芸名 
いまふじ

今藤 
あ や こ

綾子） 

（昭和６２年４月２０日指定・認定～平成１５年３月２９日認定解除） 
ま す だ

増田 
ちかひろ

元弘（芸名 ３世 
き ね や

杵屋 五
ご さぶろう

三郎） 

（平成元年５月６日認定～同２５年２月２日指定・認定解除） 

 

（現保持者） 
なかがわ

中川 昇
しょう

一
いち

（芸名 
いまふじ

今藤 
まさたろう

政太郎） 

（平成２５年９月２６日指定・認定） 
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４ 長唄
ながうた

鳴物
なりもの

  中川
なかがわ

 勳
いさお

（芸名 藤舎
とうしゃ

 名
めい

生
しょう

） 

 

「長唄
ながうた

鳴物
なりもの

」は，平成５年４月１５日に重要無形文化財に指定され，現在，保持者と

して安倍
あ べ やすまさ

康仁（芸名 堅
かた

田
だ

喜
き

三
さ

久
く

）氏が認定されている。現保持者に加えて，中川
なかがわ

氏を

保持者として「追加認定」するものである。 

 

（１）重要無形文化財「長唄
ながうた

鳴物
なりもの

」について 

   長唄は，１８世紀以降に歌舞伎音楽として発達し，その後，歌舞伎から離れた純粋

の音楽としても展開した三味線音楽であり，唄，三味線，笛・小鼓・大鼓・太鼓などか

ら成る鳴物の３つの技法から構成される。 

長唄鳴物は，長唄の多くの曲に奏されて曲趣を盛り上げるばかりでなく，歌舞伎や

舞踊の芸術的表現にも大きな役割を果たしており，芸術上特に価値が高く，芸能史上

特に重要な地位を占めるものである。 

 

（２）保持者の認定について 

① 保持者 

    氏  名 中川
なかがわ

 勳
いさお

（芸名 藤舎
とうしゃ

 名
めい

生
しょう

） 

    生年月日 昭和１６年３月２８日（満７８歳） 

    住  所 京都府京都市 

 

② 保持者の特徴 

   同人は，長唄鳴物（笛）の技法を高度に体現し，演奏会をはじめ，歌舞伎公演，

舞踊公演に数多く出演して，伝統的技法に裏打ちされた芸術性豊かな表現で卓抜し

た技量を示している。また，後進の指導・育成にも尽力している。 

 

③ 保持者の概要 

    同人は，昭和１６年，藤舎流
とうしゃりゅう

笛家元の藤舎秀
しゅう

蓬
ほう

の長男として生まれ，父の手ほ

どきで稽古を始めた同２２年より横笛の道を志し，同２８年，藤舎勲
いさお

の名で初舞台

を務めた。昭和３２年にＮＨＫ邦楽技能者育成会第６期生となり，また同年，伯父

の４世藤舎呂
ろ

船
せん

の内弟子となって精進を重ね，同３３年に藤舎推
すい

峰
ほう

を名乗り，同３

８年には「大
おお

江
え

山
やま

酒
しゅ

呑
てん

童
どう

子
じ

」の出囃子
で ば や し

で歌舞伎の初舞台を踏んだ。以後，演奏会を

はじめ，歌舞伎公演や舞踊公演にも出演し，確実に古典の演奏実績を重ねる一方，

創作や独奏，ジャズやクラシックなど他分野との共演も積極的に行った。平成元年
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には２世藤舎名生
めいしょう

を名乗り，同年から「名生の会」，同８年からは「名生の笛」を

開催し，回を重ねて更なる研鑽に励み，卓抜した技量で存在感を示した。同人は他

との調和を保ちつつ演奏全体を支え，同２９年，「長唄」が重要無形文化財に指定

されるに際して，第１次総合認定保持者に認定された。 

    同人は，高度な伝統的技法に裏打ちされた，鋭く，鮮烈な，冴えある音色による

芸術性豊かな表現で高く評価されており，これまでに数々の賞が授与されている。

平成８年には，これまでの古典から創作，実験の幅広い演奏成果に対し，松尾芸能

賞優秀賞が贈られた。 

    また同人は後進の指導にも尽力し，多くの長唄鳴物の演奏家を育て，京都花街で

は永年にわたり，芸妓への笛指導に携わっている。 

    以上のように，同人は長唄鳴物の技法を正しく体得し，かつ，これに精通すると

ともに，その技法を高度に体現している。 

 

  ④ 保持者の略歴 

昭和２２年 父藤舎
とうしゃ

秀蓬
しゅうほう

に笛の手ほどきを受け，横笛の道を志す 

同 ２８年 藤舎勲
いさお

を名乗り初舞台 

同 ３２年 ＮＨＫ邦楽技能者育成会第６期生となる 

同   年 伯父４世藤舎
ろ せ ん

呂船の内弟子となる 

同 ３３年 藤舎
すいほう

推峰を名乗る 

同 ３８年 歌舞伎座「
おおえやま

大江山酒呑
しゅてんど う じ

童子」で歌舞伎の初舞台 

同 ５４年 「
み や ま

深山の
うた

詩」の創作で文化庁舞台芸術創作奨励賞特別賞 

同 ５６年 「テラ」の創作で文化庁舞台芸術創作奨励賞特別賞 

同 ５９年 同人のレコード「四季の笛」が昭和５８年度（第３８回）文化庁

芸術祭レコード部門優秀賞 

平成 元年 ２世藤舎名
めい

生
しょう

を名乗る 

同   年 第１回「名生の会」 

同  ８年 第１７回松尾芸能賞優秀賞 

同   年 第１回「名生の笛」 

同 ２８年 平成２８年度文化庁長官表彰 

同 ２９年 重要無形文化財「長唄」（総合認定）保持者 
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（中川
なかがわ

勳
いさお

氏）            （演奏中の中川
なかがわ

勳
いさお

氏） 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除）  

若
わか

林
ばやし

 英
えい

次
じ

(芸名 寶
たから

 山
さん

左
ざ

衛
え

門
もん

） 

（平成５年４月１５日指定・認定～同２２年８月７日認定解除） 

 

（現保持者） 

安
あ

倍
べ

 
やすまさ

康仁（芸名 堅
かた

田
だ

 喜
き

三
さ

久
く

） 

（平成１１年６月２１日認定） 

 

５ 琉
りゅう

球
きゅう

古
こ

典
てん

音
おん

楽
がく

  中村
なかむら

 一
いち

雄
お

 

 

「琉
りゅう

球
きゅう

古
こ

典
てん

音
おん

楽
がく

」は，平成１２年６月６日に重要無形文化財に指定され，現在，保

持者として照
てる

喜
き

名
な

朝
ちょう

一
いち

氏が認定されている。現保持者に加えて，中村
なかむら

氏を保持者とし

て「追加認定」するものである。 

 

（１）重要無形文化財「琉
りゅう

球
きゅう

古
こ

典
てん

音
おん

楽
がく

」について 

琉球古典音楽は，かつて琉球の士族たちが中心となって継承し磨き上げ，現在に伝

承されている伝統音楽である。三
さん

線
しん

と密接にかかわって発展し，後には箏や笛，胡弓，
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太鼓なども伴奏楽器に加えて展開した。特に三線は，弾きながら歌うもので「歌三
うたさん

線
しん

」

とも呼ばれ，琉球古典音楽の中心となっている。琉球古典音楽は，独立した音楽とし

て演奏されるほか，組
くみ

踊
おどり

や琉球舞踊にも欠くことができないもので，歴史上，芸術上

価値が高く，また地方的特色も顕著で，特に重要なものである。 

 

（２）保持者の認定について 

① 保持者 

    氏  名 中村
なかむら

 一
いち

雄
お

 

    生年月日 昭和２１年６月２４日（満７３歳） 

    住  所 沖縄県那覇市 

 

② 保持者の特徴 

同人は，伝統的な琉球古典音楽の技法を高度に体現し，積極的な舞台活動を展開

して卓越した技量を示している。また，斯界の発展及び後進の指導・育成にも尽力

している。 

 

③ 保持者の概要 

    同人は，昭和２１年に沖縄県島尻郡
しまじりぐん

具志川村
ぐ し か わ そ ん

（現島尻郡久米島町
くめじまちょう

）に生まれ，幼

い頃から伝統音楽に親しみ育った。同４５年，野
の

村
むら

流
りゅう

三
さん

線
しん

演奏家の野村
の む ら

義雄
よ し お

のもと

で琉球古典音楽を学び始めた同人は，同４８年，野村流音楽協会久米島支部発表会

における「子持
こ も ち

節
ぶし

」の独唱で初舞台を務め，同４９年には知念
ち ね ん

秀
ひで

雄
お

にも師事してさ

らに研鑽を重ねた。昭和５１年，琉球古典芸能コンクール優秀賞を受賞するなど早

くから実力を認められ，同５４年に教師免許を取得すると，翌５５年に中村一雄野

村流古典音楽研究所を開いて，本格的な演奏活動を展開するとともに後継者の育成

も開始した。平成３年には琉球古典芸能コンクール最高賞，翌４年には師範免許が

授与され，琉球古典音楽野村流の伝統的な演奏技法を高度に体現しているとして，

平成２０年には沖縄県指定無形文化財「沖縄伝統音楽野村流」保持者に認定された。 

歌詞と曲趣を的確に捉え，滋味ある歌声によって情感豊かに表現する同人の演奏

は，高く評価されており，国立劇場おきなわ主催公演をはじめとする多くの舞台に

出演している。 

    また，活発な舞台活動を展開する一方，平成２８年には野村流伝統音楽協会会長

に就任するなど斯界の要職を務め，自身の弟子ばかりでなく広く後進の指導にあた

り，斯界の振興発展に貢献している。 
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    以上のように，同人は琉球古典音楽の技法を正しく体得し，かつ，これに精通す

るとともに，その技法を高度に体現している。 

 

  ④ 保持者の略歴 

昭和４５年 野
の

村
むら

流
りゅうさんしん

三線演奏家の野
の

村
むら

義
よし

雄
お

に入門 

同 ４８年 野村流音楽協会久米島支部発表会における「
こもちぶし

子持節」の独唱で初舞

台 

同 ４９年 野村流三線演奏家の知
ち

念
ねん

秀
ひで

雄
お

に師事 

同 ５１年 琉球新報社主催琉球古典芸能コンクール優秀賞 

同 ５４年 教師免許取得 

同 ５５年 中村一雄野村流古典音楽研究所を開き，後継者の育成をはじめる 

平成 ３年 琉球新報社主催琉球古典芸能コンクール最高賞 

同  ４年 師範免許取得 

同  ８年 中村一雄独演会 

同 １３年 沖縄県指定無形文化財「沖縄伝統舞踊」保持者（同２９年まで） 

同   年 重要無形文化財「組踊」（総合認定）保持者 

同 １５年 新春野村流合同大演奏会で「述懐
じゅっかい

節
ぶし

」を独唱 

同 ２０年 沖縄県指定無形文化財「沖縄伝統音楽野村流」保持者 

同 ２４年 中村一雄独演会 

同   年 幸地
こ う ち

亀
かめ

千代
ち よ

師生誕１１６年顕彰公演で本調子「仲風
なかふう

節
ぶし

」を独唱 

同 ２８年 野村流伝統音楽協会会長（現在に至る） 

同 ２９年 重要無形文化財「琉球舞踊」（総合認定）保持者 
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（中村
なかむら

一
いち

雄
お

氏）         （演奏中の中村
なかむら

一
いち

雄
お

氏） 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

島
しま

袋
ぶくろ

 正
まさ

雄
お

 

（平成１２年６月６日指定・認定～同３０年４月２４日認定解除） 

 

（現保持者） 

照
てる

喜
き

名
な

 朝
ちょう

一
いち

 

（平成１２年６月６日指定・認定） 

 

６ 講談
こうだん

  渡邉
わたなべ

 孝
たか

夫
お

（芸名 神田
か ん だ

 松
しょう

鯉
り

） 

 

「講談
こうだん

」は，平成１４年７月８日に重要無形文化財に指定され，現在，保持者として

浅
あさ

野
の せいたろう

清太郎（芸名 
いちりゅうさい

一龍斎
ていすい

貞水）氏が認定されている。現保持者に加えて，渡邉
わたなべ

氏を保

持者として「追加認定」するものである。 

 

（１）重要無形文化財「講談
こうだん

」について 

講談は，物語などを読み聞かせる芸能で，室町時代に門前などで『太平記
たいへいき

』を読ん

だ太平記読みの系統を継承している。１８世紀初め，江戸や京大坂の神社境内などに

講釈場が設けられ『太平記』だけでなく『源
げん

平
ぺい

盛
じょう

衰
すい

記
き

』や『曽我
そ が

物語
ものがたり

』なども読まれ
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た。１８世紀末には，会話口調や老若男女の読み分けなどの工夫を加えられ，題材も

武芸物
ぶげいもの

，仇討物
あだうちもの

，お家
いえ

騒動物
そうどうもの

，世話物
せ わ も の

（力士伝
りきしでん

，侠客伝
きょうかくでん

，白浪物
しらなみもの

など）と豊富になっ

た。明治以後も時代に応じた題材を加えて現在に至っている。講談は，我が国の代表

的な話芸の一つである。 

   講談は芸術上特に価値が高く，芸能史上特に重要な地位を占めるものである。 

 

（２）保持者の認定について 

① 保持者 

    氏  名 渡邉
わたなべ

 孝
たか

夫
お

（芸名 神田
か ん だ

 松
しょう

鯉
り

） 

    生年月日 昭和１７年９月２８日（満７６歳） 

    住  所 東京都板橋区 

 

② 保持者の特徴 

同人は，伝統的な講談
こうだん

の技法を高度に体現し，長編連続物の復活や継承に積極的

に取り組んでいる。また，斯界の発展に貢献するほか，後進の指導・育成にも尽力

している。 

 

③ 保持者の概要 

    同人は，昭和１７年に群馬県に生まれ，舞台俳優を経て，同４５年に２世神田
か ん だ

山陽
さんよう

に入門し，神田陽之介
ようのすけ

の名で前座修業を始めた。同４８年に二つ目に昇進し，神田

小
こ

山陽
さんよう

と改名しさらに精進を重ね，同５２年には真打に昇進し，平成４年には神田
か ん だ

松
しょう

鯉
り

を襲名し，高度な話芸を身に付けて現在に至っている。 

    同人は，約５００の持ちネタがあり，年間２００席以上の高座に上がり，自身の

研鑽のために「神田松鯉の会」を開催するなど，技芸の一層の錬磨に励んでいる。

多様な演目それぞれの機微を汲み取り表現する技芸に定評があり，昭和６３年には

文化庁芸術祭賞を受賞するなど，その話芸は高く評価されている。また，同人は，

長編連続物の復活や継承に積極的に取り組んでおり，東京文化財研究所が実施中の

連続講談の実演記録作成に平成２１年から協力し，これまでに「徳川
とくがわ

天一坊
てんいちぼう

」「幡随院
ばんずいいん

長兵衛
ちょうべえ

」「天明
てんめい

白浪
しらなみ

伝
でん

」などの記録に携わり，講談の保存と継承に努めている。 

    このように，同人は優れた話芸をもって日々高座に上がる一方，後進の育成にも

努め，同人の的確かつ丁寧な指導によって多くの後継者が輩出されている。また，

斯界の要職をも務めて講談界全体への貢献も大きい。 

    以上のように，同人は，講談の技法を正しく体得し，かつ，これに精通している
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とともに，その技法を高度に体現している。 

 

  ④ 保持者の略歴 

昭和４５年 講談師の２世神
かん

田
だ

山陽
さんよう

に入門し，神田陽
よう

之
の

介
すけ

を名乗る 

同 ４８年 二つ目に昇進，神田小
こ

山陽
さんよう

と改名 

同  ５２年 真打に昇進 

同  ５３年 第６回放送演芸大賞ホープ賞 

同 ６３年 第４３回文化庁芸術祭賞 

平成 ４年 ３代目神
かん

田
だ

松
しょう

鯉
り

を襲名 

同 １２年 日本講談協会会長（同１７年まで） 

同 １８年 日本講談協会相談役（同２７年まで） 

同 ２８年 日本講談協会名誉会長（現在に至る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（渡邉
わたなべ

孝
たか

夫
お

氏）            （口演中の渡邉
わたなべ

孝
たか

夫
お

氏） 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（現保持者） 

浅
あさ

野
の

 
せいたろう

清太郎（芸名 
いちりゅうさい

一龍斎 
ていすい

貞水） 

（平成１４年７月８日指定・認定） 
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〔（３）重要無形文化財の保持者の追加認定（総合認定）〕 

 

１ 組
くみ

踊
おどり

（一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

伝
でん

統
とう

組
くみ

踊
おどり

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

） 

 

「組
くみ

踊
おどり

」は，昭和４７年５月１５日に重要無形文化財に指定され，その保持者として

一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

伝
でん

統
とう

組
くみ

踊
おどり

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

が総合的に認定され，現在６３名の保持者がいる。こ

れらの保持者に加えて，１２名を保持者の団体の構成員として「追加認定」するもので

ある。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする１２名は，組踊の技法を高度に体現し，重要無形文化財「組

踊」の保持者としてふさわしい者であるので，重要無形文化財「組踊」の保持者の団

体の構成員（一般社団法人伝統組踊保存会会員）として追加認定するものである。 

 

（２）備考 

 ①追加認定の経過 

第 １次認定   １３名  昭和４７年 ５月１５日 

第 ２次認定   ３２名  昭和６１年 ４月２８日 

第 ３次認定   １９名  平成 ９年 ６月 ６日 

第 ４次認定   １４名  平成１３年 ７月１２日 

第 ５次認定   １３名  平成２０年 ９月１１日 

第 ６次認定   １４名  平成２７年１０月 １日 

現保持者数    ６３名 

 

  

 ②今回追加認定後の保持者数 

  ７５名（延べ１１７名） 
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Ⅲ．参考 

 

１．重要無形文化財の指定制度及び保持者等の認定制度 

  我が国の伝統的な芸能や工芸技術のうち，芸術上又は歴史上価値の高いものを重要無 

形文化財として指定し，これらのわざの高度な体現者・体得者をその保持者又は保持団

体として認定。 

 

＜認定の概要＞ 

（１）保持者 

①各個認定・・・重要無形文化財に指定されている芸能又は工芸技術を高度に体現・

体得している個人を認定。 

②総合認定・・・重要無形文化財に指定されている芸能を２人以上の者が一体となっ

て体現している場合に，これらの者が構成している団体の構成員を

認定。 

 

（２）保持団体 

重要無形文化財に指定される工芸技術の性格上個人的特色が薄く，かつ，当該わざ   

を保持する者が多数いる場合には，これらの者が主たる構成員となっている団体を認定。 

 

２．指定・認定までの手続き 

  毎年１回，重要無形文化財の保持者の死亡による認定の解除数，芸能及び工芸技術の 

分野の実態等を踏まえて，有識者により構成する文化審議会の専門調査会における専門

的な調査検討を受けて，文化審議会の答申に基づき，文部科学大臣が保持者や保持団体

の認定を行っている。 
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３．「重要無形文化財」の指定件数と「保持者」及び「保持団体」の認定数 

 

 保持者（各個認定） 

（１）「重要無形文化財｣の指定件数と「保持者（各個認定）」の認定数 

区 分 
芸能の部 工芸技術の部 合計 

指定件数 保持者数 指定件数 保持者数 指定件数 保持者数 

指 定 ･ 認 定 前 
    ３６     ５１    ３９   ５９ 

※(５８) 

   ７５      １１０  

※(１０９) 

今回の指定･認定 
      １      ７      ０      ０       １         ７ 

指 定 ･ 認 定 後 
    ３７     ５８    ３９    ５９ 

※(５８) 

    ７６     １１７ 

※(１１６) 

  ※工芸技術の部に重複認定が１人いるため，（ ）内の数は実人員を示す 

 

（２）「重要無形文化財保存特別助成金」の交付について 

重要無形文化財保持者（各個認定）には，技の錬磨向上及び伝承者養成のための経

費として，「重要無形文化財保存特別助成金」（１人年額２００万円）を交付している。  

 

 保持者（総合認定）及び保持団体 

（１）「重要無形文化財」の指定件数と「保持者の団体」数及び「保持団体」数 

区 分 
芸能の部 工芸技術の部 

指定件数 保持者の団体数 指定件数 保持団体数 

指 定 ･ 認 定 前         １４         １４         １６        １６ 

今回の指定･認定           ０           ０           ０          ０ 

指 定 ･ 認 定 後         １４         １４         １６        １６ 

 

（２）上記団体には伝承者養成のために必要な経費を補助している。 


